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女
子
が
入
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し
ま
す

生
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初
め
て
、
女
子
学
生
を
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ず

つ

と
場
子
に
限

っ
て
い
た
が
、
寮
生
が
激
減
。
来
春
か
ら

女
子
も
入
れ
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
進
学
す
る
高
校

生
２
人
と
大
学
生
１
人
の
入
寮
が
内
定
し
た
。
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３
人
は
、
慶
応
大
と
日
本
大

に
そ
れ
ぞ
れ
推
薦
入
試
で
合
格

し
た
唐
津
東
高
の
３
年
生
（１８
）

の
２
人
と
、
同
高
出
身
で
、
法

政
大
大
学
院
に
進
む
西
南
学

院
大
の
４
年
生
（２２
Ｘ

・１
日
、

唐
津
市
役
所
で
、
塾
を
運
営
す

る
公
益
財
団
法
人

「久
敏
社
」

の
古
賀
栄

一
理
事
長
（
７．
）
か

ら
、
内
定
通
知
書
が
手
渡
さ
れ

た
。寮

は
３
階
建
て
で
、
個
室
が

３８
室
。
女
子
受
け
入
れ
の
た

め
、
３
階
を
専
用
フ
ロ
ア
に
す

る
。
今
月
か
ら
お
風
呂
場
や
更

衣
室
な
ど
の
改
装
も
始
め
た
。

玄
関
は
ス
マ
ホ
を
利
用
し
た
オ

ー
ト
ロ
ッ
ク
に
し
、
３
階
は
女

子
だ
け
が
入
れ
る
仕
組
み
に
す

る
と
い
う
。

学
生
時
代
、
塾
で
過
ご
し
た

唐
津
出
身

の
山
崎
信
也
さ
ん

六
６７
）
と
ヽ
妻
の
桂
子
さ
ん
（６４
）

が
、

「塾
監
」
と
し
て
常
騒
す

る
。
寮
費
は
部
屋
の
広
さ
に
応

じ

て
１
カ
月
２
万

５
千
円
か

ら
。
業
者
が
つ
く
る
食
事
は
来

春
か
ら
朝
食
２
４
０
円
、
夕
食

４
８
０
円
と
し
て
い
る
。

慶
大
に
進
学
す
る
生
徒
は

久
敬
社
の
古
賀
栄

一
理
事
長
か
ら
内

定
通
知
書
を
受
け
取
る
唐
津
東
高
の

女
子
生
徒

（左
）
Ｈ
唐
津
市
役
所

「東
京
で
の

一
人
暮
ら
し
は
不

安
。
寮
に
は
地
元
の
人
が
た
く

さ
ん
い
て
、
安
心
で
き
る
」
。

日
大
に
進
む
生
徒
は

「
経
済
的

な
面
が
大
き
い
。
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
た
食
事
を
つ
く

っ
て
も
ら

え
る
」
と
話
し
た
。
尊
敬
す
る

学
者
が
い
る
と
い
う
法
大
大
学

院
を
進
学
先
に
選
ん
だ
西
南
学

院
大
生
は

「色

々
な
価
値
観
に

出
会
い
、
た
く
さ
ん
の
人
と
交

流
し
て
、
人
間
の
幅
を
広
げ
た

い
。
寮
費
の
安
さ
も
魅
力
」
と

語

っ
た
。

久
敬
社
の
組
織
は
、
１
８
７

８

（明
治
１１
）
年
に
東
京
で
発

足
し
た
の
が
も
と
。
寮
は
８６

（明
治
１９
）
年
ハ
旧
唐
津
藩
主

を
務
め
た
小
笠
原
家
の
私
邸
の

一
部
に
、
上
京
し
て
く
る
学
生

の
た
め
の
寄
宿
舎
を
作

っ
た
の

が
始
ま
り
で
、
川
崎
市
に
は
１

９
■
６

（昭
和
４．
）
年
に
移
騒

し
た
。
か
つ
て
は
唐
津
市
出
身

者
を
対
象
に
し
て
い
た
が
、
今

は
地
域
に
関
係
な
く
入
れ
る
。
一

た
だ
、

一
時
は
４８
人
い
た
と
い

う
寮
生
も
、
今
年
度
は
８
人
ま

で
減
少
し
て
い
た
。　
　
　
・

来
春
の
入
寮
が
決
ま

っ
て
い

る

の
は
、
今
回

の
３
人
を
含

め
、
ま
だ
６
人
と
い
う
。
久
敏

社
は
引
き
続
き
申
し
込
み
を
受

な
ど
と
ア
ぜ
「
ル
し
て
い
る
よ

嚇
雑
壊
瀬
い
脚
醜
韓
報
御
叩
晦

い
合
わ
せ
は
久
敬
社

（
０
４
４

●
９
６
６

●
■
０
９
３
）
へ
。
一

久
敬
社
塾
の
費
生
棟
Ｈ
川
崎

市
麻
生
区
、
久
敏
社
提
供
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内ルート発表

・サガン鳥栖のFW
やき町で少年時代を
古賀稔彦さん、唐津
・ソングライター、
)。 2日間で計約180
定だ。
ゼルス五輪に走り高
鳥W市の森田 (旧姓
/(60)は基山町を走
で状切が変わってい
しい、恥ずかしいと
ずかしいなんで言っ
寮従事者や白ロナに
t応援する気持ちを
と話した。 (大村久)

佐
賞
で
初
雪
観
測

神
社
に
放
火
容
星

男
を
鑑
定
留
置
昼

佐
賀
市
内
で
の
神
社
放
火
事
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